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和洋女子大学紀要委員会における審査に関する内規

第１条　和洋女子大学紀要投稿要領第７条に基づき、掲載の可否は、下記の手続を経て和洋女子大学紀要

委員会（以下「委員会」という。）が決定する。

第２条　学術論文の審査は、委員長が２名の査読者に審査期限を明記して依頼する。

２　�査読者は、学術論文の審査結果を査読評価報告書により報告するものとする。評価は、以下の項目に

より判定するものとする。

Ａ　学術論文として、掲載可

Ｂ　字句の訂正、部分的な修正を要する。修正部に関して再査読する。

Ｃ　内容の書き換えを含む大幅な修正を要する。修正部を含む全文を再査読する。

Ｄ　学術論文として掲載不可

３　�査読者より修正を求められた場合、執筆者は、修正論文の提出の際、査読者のコメントに対する回答

を添付する。

４　委員会は、査読の結果を受けて以下のように取り扱いを決定する。

（１）２名の査読者が共に掲載可の場合は、そのまま掲載可とする。

（２）２名の査読者が共に掲載不可の場合は、掲載不可とする。

（３）どちらかの査読者が掲載不可の場合は、３人目の査読者を立てて評価判定する。

（４�）�第２条第２項のＤ判定の場合は、執筆者の希望により、資料、報告、またはその他として掲載する

ことができる。

第３条　学術論文以外の原稿については、必要に応じて、委員会が修正を求めることができるものとする。

第４条　この内規の改廃は、委員会の議を経て協議会が行う。

　　附　　則

　この細則は、平成20年10月28日から制定施行する。

　　附　　則

　この細則は、平成21年７月21日から改正施行する。

　　附　　則

　この細則は、平成23年10月18日から改正施行する。

　　附　　則

　この内規は、平成25年７月16日から改正施行する。

　２�　�和洋女子大学紀要委員会細則（平成20年10月28日制定施行）は、平成25年７月16日をもって廃

止する。


